
ゆのまえ 議会だより

今号の写真
タブレット端末で議会運営を行う議
員たちです。１月２７日の議会臨時会
から試験運用を開始し、６月から完全
ペーパーレス化による経費削減（印刷費
の削減や業務の効率化など）を目指します。
議場では新型コロナウイルス対策でマスク
を着用しています。

  P2  特集 1
　議会改革のあゆみ
  P4  特集 2
　議会の情報発信を強化
  P5  本会議
　新規事業が多い新年度予算
 P9  一般質問
　新型コロナで一般質問を延期
P10  一般質問番外編
　一般質問を振り返る
P14  委員会
P16  全員協議会
P18  研修
P19  一部事務組合
P20  住民の声

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     

議会改革で住民福祉の向上を目指す
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議
会
改
革
の
あ
ゆ
み

過
去
に
例
の
な
い
抜
本
改
革

特
集
１

湯
前
町
議
会
は
、「
住
民
に
見
え
る
議
会
」「
住
民

が
参
加
し
や
す
い
議
会
」「
議
会
力
・
議
員
力
の
向

上
」
の
実
現
の
た
め
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
主
な
議
会
改
革

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

①選挙公報は、全候補者の公約を知る手段として、
投票の判断材料になりました。郡内で唯一発行し
ています。

②中学3年生が町執行部に対し一般質問を行います。
子ども達が地方自治や議会の仕事を体感し、町の問
題や課題を考え、提案することが目的です。既に事
業化された質問もあります。

主
な
改
革
の
取
り
組
み

平
成
28
年

　

９
月　

選
挙
公
報
発
行
に
関
す
る
要
望
書
提
出　

①

　

12
月　

�

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置 

（
１
回
目
）

平
成
29
年

　

４
月　

議
員
の
特
別
研
修
の
新
設
（
個
人
研
修
）

　

12
月　

子
ど
も
議
会
を
開
催
（
毎
年
開
催
） 

②

平
成
30
年

　

２
月　

議
会
だ
よ
り
を
大
幅
増
ペ
ー
ジ　

③

　

６
月　

一
般
質
問
に
関
連
質
問
を
導
入　

④

　

9
月　

一
般
質
問
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
開
始　

⑤

2 ゆのまえ議会だより  No.30（令和2年5月） 

特 集



④議員の一般質問に関連して、他の議員からも質問で
きます。執行部の答弁がかみ合わない場合など、議会
全体で質の高い議論を目指すことが目的です。（一般
質問　９ページを参照）

⑤スマートフォンなどで、いつでもどこでも一般質問
の様子が視聴できます。
（一般質問【番外編】　10ページ参照）

⑥議長の許可を受けた町長や町職員が、議
員の質問に対して論点・争点を明確にする
ため、反問することができます。
（一般質問　９ページ参照）

⑦莫大な数の資料を印刷する必要がなくなるな
ど、コスト削減や町執行部の業務改善の仕組みを
導入しました。

③分かりづらい議会の活動をきめ細かくお知らせ
するため、ページ数を増やしました。

令
和
元
年

　

1
月　

�

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
（
2
回
目
）

　

6
月　

執
行
部
へ
の
反
問
権
付
与　

⑥

　

9
月　

�

議
会
災
害
対
応
指
針
・
議
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

　
　
　
　

策
定

令
和
2
年

　

1
月　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化　

⑦

　

2
月　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
各
種
通
知　

3  ゆのまえ議会だより  No.30（令和2年5月） 
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特
集
２

4 ゆのまえ議会だより  No.30（令和2年5月） 

特 集

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
併
せ
て
、
議
会
Ｈ
Ｐ
も
大
幅
に
見

直
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の

閲
覧
画
面
も
見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）の
活
用
も

含
め
て
更
な
る
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

議
会
の
情
報
発
信
を

強
化

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

議会ＨＰ
https://www.town.yunomae.lg.jp/gikai/

議
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
次
の
内
容
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

議
会
と
は

議
会
の
役
割

議
会
の
運
営

議
会
用
語
の
解
説

議
会
の
構
成

正
副
議
長

委
員
会

議
員
名
簿

議
会
の
日
程
・
結
果

本
会
議
の
日
程

委
員
会
の
日
程

議
決
結
果

賛
否
の
状
況

請
願
・
陳
情
・
傍
聴

請
願
・
陳
情

傍
聴

情
報
公
開

湯
前
町
議
会
基
本
条
例

議
会
図
書
室

町
例
規
集
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▼
総
合
計
画
の
策
定
年
度
に
合
わ

せ
、
中
長
期
の
情
報
化
推
進
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

施
策（
Ａ
Ｉ
な
ど
）、
子
ど
も
や
高

齢
者
へ
の
施
策
、
農
林
商
工
産
業

へ
の
利
活
用（
ス
マ
ー
ト
農
業
）、

行
政
防
災
放
送
設
備
の
次
期
整
備

計
画
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

▼
議
会
か
ら
は
、
平
成
30
年
９
月

以
降
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
の
策
定
を
提

言
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
３
ヶ
年
の

現
行
計
画（
第
５
期
）が
終
了
す
る

年
度
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら

の
第
６
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

本 会 議

当初予算トップ４の年度比較（千円）

民生費

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

総務費 農林水産業費 教育費

R01年度 R02年度

新
規
事
業
が
多

い
新
年
度
予
算

過
去
最
大
の
予
算
額

に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

３
月
定
例
会
は
、
５
日
か
ら
24
日

ま
で
20
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
会
期
を
24
日
ま
で
延
長

し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
５
人
の

予
定
で
し
た
が
、
事
態
が
収
束
し

な
い
た
め
、
延
期
し
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
当
初
予
算
、
補
正
予

算
、
条
例
改
正
な
ど
を
議
決
し
ま

し
た
。

補
正
予
算

当
初
予
算

子
育
て
支
援
に
欠
か
せ
な
い
町
内

２
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
へ
の

支
援

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
い
ち

早
く
対
応

１
６
４
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
活
用

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

１
０
３
１
万
円

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
導
入

◎
小
学
校
の
臨
時
休
業
に
よ
り
、

３
月
２
日
か
ら
春
休
み
の
前
日
ま

で
、平
日
開
所
す
る
た
め
の
経
費
。

◎
市
町
村
か
ら
事
業
所
な
ど
へ
配

布
す
る
子
ど
も
用
マ
ス
ク
、
消
毒

液
、
感
染
症
予
防
の
広
報
・
啓
発
、

空
気
清
浄
機
な
ど
、
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
必
要
な
経
費
。

　

令
和
元
年
度
は
、
１
０
３
１
万

円
を
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、

通
学
路
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
整
備
へ
の

事
業
に
本
基
金
か
ら
充
当
す
る
た

め
、
７
８
０
万
円
を
繰
り
入
れ
ま

す
。

▼
臨
時
職
員
と
一
般
職
の
非
常
勤

職
員（
嘱
託
）の
給
与
体
系
が
改
正

が
さ
れ
、
期
末
手
当
の
支
給
分
を

計
上
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
を
採
用
し
、
期
末
手
当

の
段
階
的
な
引
き
上
げ
で
、
人
件

費
を
抑
制
し
ま
す
。

▼
引
き
続
き
、
業
務
量
と
職
員
数

の
適
正
管
理
が
必
要
で
す
。「
第
６

次　

湯
前
町
定
員
適
正
化
計
画
」

の
期
間
は
、
令
和
２
年
度
～
令
和

６
年
度
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
に
大
幅
改
修
し
た

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）が
４
月

１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
情
報
発
信
、
防

災
情
報
な
ど
、
多
種
に
わ
た
る
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。

▼
議
会
か
ら
は
、
平
成
26
年
以

降
、
町
Ｈ
Ｐ
の
運
用
見
直
し
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
提
言
し
て
い
ま
し

た
。 情

報
発
信
力
を
強
化

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
行

維
持
管
理
費　

６
５
万
円活用が期待される町の新ＨＰ

情
報
化
計
画
を
策
定

産
業
の
生
産
性
向
上
へ

７
０
０
万
円

障
害
福
祉
計
画
を
策
定

令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間

２
０
０
万
円
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専
門
家
派
遣
事
業【
存
目
】

　

既
存
事
業
所
の
経
営
持
続
力
強

化
や
新
規
創
業
の
た
め
、
各
専
門

家
か
ら
の
助
言
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、
商
品
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
す
。

事
業
継
承
サ
ポ
ー
ト
事
業

【
存
目
】

　

商
工
事
業
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
の
た
め
、
親
族
内
継
承
や

第
三
者
継
承
な
ど
、
担
い
手
育
成

と
産
業
技
術
の
伝
承
の
取
り
組
み

に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

本 会 議

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
３
ヶ
年
の

現
行
計
画（
第
７
期
）が
終
了
す
る

年
度
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら

の
第
８
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
住
宅
改

修
資
材
購
入
補
助
金
制
度
の
改
正

施
策
で
す
。
要
支
援
・
要
介
護
の

認
定
に
関
わ
ら
ず
、
病
気
や
ケ
ガ

に
よ
る
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
購

入
を
支
援
し
ま
す
。

介
護
や
健
康
づ
く
り
の

充
実
を
図
る

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険

事
業
の
計
画
策
定

４
０
０
万
円

子
育
て
世
帯
の
住
宅
建
設

町
営
住
宅
建
設
工
事
の

実
施
設
計
業
務
【
存
目
】

介
護
予
防
に
係
る
購
入

支
援

介
護
認
定
問
わ
ず

４
６
万
８
０
０
０
円

新
た
な
森
林
事
業
に

取
り
組
む

森
づ
く
り
構
想
作
成
委
託
料

５
０
０
万
円

総
合
戦
略
の
新
展
開

　

最
終
林
型（
目
標
）の
設
定
、
森

林
管
理
方
針
、
私
有
林
取
得
方
針

な
ど
、
湯
前
町
の
森
づ
く
り
の
方

向
性
を
策
定
し
ま
す
。
財
源
に
は

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
九
州
商
事
の
森
事
業

▼
Ｊ
Ｔ
の
森
と
Ｊ
Ｒ
九
州
商
事
の

森
の
２
事
業
で
、
合
計
８
７
３
万

円
の
助
成
金
を
受
け
ま
す
。

▼
Ｊ
Ｔ
の
森
事
業（
３
２
４
１
万

円
）で
は
、人
工
造
林（
６
・
７
ha
）、

防
護
柵
設
置（
１
２
０
０
ｍ
）、
下

刈
間
伐（
５
１
・
８
ha
）の
事
業
を

行
い
ま
す
。

▼
Ｊ
Ｒ
九
州
商
事
の
森
事
業

（
１
０
１
１
万
円
）で
は
、
人
工

造
林（
５
ha
）、
防
護
柵
設
置

（
１
２
０
０
ｍ
）、
下
刈
り（
４
ha
）

を
行
い
ま
す
。

球
磨
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
需
要

促
進
事
業
補
助
金

２
０
０
万
円

　

令
和
元
年
度
ま
で
の
地
域
産
材

需
要
促
進
事
業
を
継
続
す
る
形

で
、
補
助
額
を
見
直
し
ま
し
た
。

（
町
内
施
工
業
者
30
万
円
、
町
外

施
工
業
者
20
万
円
）

　

若
者
の
子
育
て
世
帯
の
定
住
を

図
る
た
め
、
公
営
住
宅
建
設
を
促

進
し
、
支
援
を
図
り
ま
す
。
設
計

業
務
の
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

新
品
種「
ぴ
か
ま
る
」の
米
ブ
ラ

ン
ド
化
の
た
め
、
町
内
の
農
家
に

委
託
栽
培
を
行
い
ま
す
。

若
者
会
議
１
０
万
円

　

若
者
の
町
政
参
画
を
促
し
、
育

成
と
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
会
議
の
テ
ー

マ
を
年
度
ご
と
に
１
つ
に
絞
り
、

施
策
や
事
業
を
町
長
へ
提
案
し
ま

す
。
そ
の
講
師
謝
金
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

若
者
雇
用
促
進
事
業【
存
目
】

　

町
内
在
住
の
若
者
を
雇
用
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
企
業
法
人
の
雇

用
に
係
る
経
費
支
援
を
行
い
ま

す
。

米
ブ
ラ
ン
ド・ぴ
か
ま
る

水
稲
試
験
栽
培

１
５
万
円

城泉寺の休憩所・トイレの建替え予定地全面改修される御大師堂

日
本
遺
産
に
係
る
整
備

文
化
財
関
係
事
業

◎�

城
泉
寺
休
憩
所
、
ト
イ
レ
建
設

工
事
設
計
業
務
委
託
１
５
０
万

円

 

◎�

御
大
師
堂
保
存
修
理
工
事
監
理

業
務
委
託
【
存
目
】

◎�

御
大
師
堂
保
存
修
理
工
事
【
存

目
】

現行計画（第７期）
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南
部
地
区
の
指
定
避
難
所
と
し

て
の
機
能
を
充
実
す
る
た
め
、
運

動
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
整
備

を
行
い
ま
す
。球
磨
川
水
系
防
災
・

減
災
ソ
フ
ト
対
策
等
補
助
金
（
県

３
分
の
２
）を
活
用
し
ま
す
。

中
学
校
改
修
工
事

◎�

湯
前
中
学
校
外
部
改
修
工
事 

１
億
円

◎�

湯
前
中
学
校
外
部
改
修
工
事
監

理
業
務
委
託
１
８
０
万
円

本 会 議

観
光
物
産
協
会

「
湯
～
と
ぴ
あ
」空
調
工
事

老
朽
化
対
応

２
４
０
万
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用

料
を
引
き
下
げ

湯
前
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
及
び
使

用
料
の
徴
収
に
関
す
る
条
例

　

指
定
避
難
所
と
し
て
課
題
で

あ
っ
た
釣
り
天
井
と
空
調
の
大
規

模
改
修
を
行
い
ま
す
。

◎�

天
井
改
修
工
事
監
理
業
務
委
託

２
４
０
万
円

◎�

空
調
等
改
修
工
事
監
理
業
務
委

託 

２
５
０
万
円

◎
天
井
改
修
工
事
６
１
０
０
万
円

◎��

空
調
等
改
修
工
事
１
億
１
０
０

　

万
円

公
共
施
設
の
大
規
模
改
修

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事

南
部
地
区

指
定
避
難
所
の
整
備

旧
南
部
保
育
所
の
改
修
工
事

８
７
７
万
円

平成３年度建築の改善センター

昭和 56年度建築の中学校

除草作業などの管理が必要な運動場

子
育
て
支
援
策

学
校
給
食
費
補
助
事
業

３
３
０
万
円

　

給
食
の
充
実
を
図
り
、
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
子

育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り
、
少
子

化
対
策
お
よ
び
子
育
て
世
代
の
定

住
促
進
を
図
り
ま
す
。
給
食
費
の

３
割
を
町
が
補
助
し
ま
す
。（
全
員

協
議
会　

17
ペ
ー
ジ
参
照
）

出
生
祝
い
金
３
０
０
万
円

　

令
和
元
年
度
の
出
生
数
は
15
人

で
し
た
。
令
和
２
年
度
も
20
人
の

出
生
数
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

農
業
関
連
の
新
規
事
業

農
業
経
営
振
興
補
助
金
の

見
直
し　

◎
果
樹
振
興
補
助
事
業

◎
鳥
獣
被
害
防
止
柵
事
業

◎
作
物
規
模
拡
大
等
支
援
事
業

◎
農
耕
車
資
格
取
得
補
助
事
業

◎
高
齢
者
園
芸
施
設
導
入
事
業

◎
農
業
研
修
補
助
事
業

　

平
成
５
年
度
に
購
入
し
た
第
４

分
団
３
部（
馬
場
）の
消
防
積
載
車

と
小
型
ポ
ン
プ
の
更
新
を
行
い
ま

す
。
財
源
は
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
を
活
用
し
ま
す
。

条
例
改
正

消
防
設
備
の
更
新

消
防
積
載
車
と
小
型
ポ
ン
プ

　
　
　
　

５
５
０
万
円

▼
平
成
14
年
に
建
設
し
た
当
時
の

空
調
施
設
を
取
り
換
え
ま
す
。
経

年
的
な
老
朽
化
に
よ
る
も
の
で

す
。

▼
こ
の
施
設
は
、
町
の
避
難
防
災

交
流
施
設
で
あ
り
、
指
定
避
難
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
水
力
発
電
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
地

元
振
興
支
援
事
業
交
付
金
を
活
用

し
ま
す
。

インターネット使用料と加入者数

5000 450

400

300

350

200

250

100

150

50

0
H23 H24

インターネット使用料（円） 加入者数（件）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

4000

3000

2000

1000

0

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
使
用
料（
月
額
）を
、
４
月
分
か

ら
３
５
０
０
円
に
改
定
し
ま
す
。

（
改
正
前
は
３
７
０
０
円
）



議　　　　案

遠
坂　

道
太

椎
葉　

弘
樹

森
山　
　

宏

黒
木　

龍
次

味
岡　
　

恭

金
子　

光
喜

高
橋　

一
雄

黒
木
喜
巳
男

山
下　
　

力

倉
本　
　

豊

審議結果
（賛成：反対）

湯前町インターネット接続サービスの管理及
び使用料の徴収に関する条例の改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

人吉球磨定住自立圏形成協定の一部を変更す
る協定の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

令和元年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

令和２年度一般会計当初予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － 可決（８ : １）

令和２年度特別会計当初予算 ○ ※ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － 可決（７ : ０）

湯前町長等の給与及び旅費に関する条例の改正 ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（８：０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

○：賛成　×：反対　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　※：忌引欠席

議案審議　賛否一覧

公設インターネット使用料（円）

3
5
0
0

3
5
0
0 4
0
0
0 4
5
1
5

4
5
1
5

4
6
4
4

4
7
3
0

4
7
3
0

4
7
3
0

湯
前
町

五
木
村

山
江
村

球
磨
村

相
良
村

錦
町

水
上
村

あ
さ
ぎ
り
町

人
吉
市
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本 会 議

注
：
多
良
木
町
は
民
設（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

倉本議長から表彰を伝達される山下議員

敬
老
祝
金
の
責
任
問
題

湯
前
町
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
町
長
の
給
与
を
４
月
分
に
限
り

１
０
０
分
の
５
減
給
す
る
条
例
改

正
を
可
決
し
ま
し
た
。
担
当
職
員

は
２
月
７
日
付
け
で
戒
告
の
懲
戒

処
分
に
し
ま
し
た
。

▼
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

の
敬
老
祝
金
を
数
人
に
支
給
し
て

お
ら
ず
、
公
金
の
不
適
切
な
処
理

と
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
本
町
の
山
下
力
議
員
が
全
国
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
永
年
功
労
者

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▼
30
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、

町
村
議
会
議
員
と
し
て
団
体
の
意

思
決
定
、
行
政
監
視
、
政
策
提
案

と
い
っ
た
議
会
活
動
に
努
め
、
地

域
社
会
の
振
興
発
展
お
よ
び
住
民

福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
た
議
員
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

令和２年度一般会計当初予算
反対討論　金子議員
　今回の予算編成には不都合な部分がある。一番は、
負担金を補助金という形に名前を変えて、減額の方
向に進めていること、農業者の一人として非常に腹
立たしく感じている。町の基幹産業は農業であり、
しかも生産量、金額第１位は水稲。今回の予算は非
常に残念であり、到底賛成することはできない。

賛成討論　椎葉議員
　新たな町独自の補助事業に対して、要綱レベルの
確認ができなかった。しかし、総合戦略に基づく事
業でもあり、全員協議会で事前に概要説明を受けて
いるため、これらについては今後、全員協議会を開
いていただくことを前提に賛成する。

そ
の
他

70
周
年
記
念
表
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会



新型コロナで一般質問を延期
５月以降で対応

３月定例会の一般質問は５人の議員が予定していましたが、新型コロナウイルスの対応で執行部が十分な対
応ができないため、５月以降の本会議で行うことになりました。予定していた一般質問を以下に示します。

反問権とは？ 
　�町長や職員が、議長の許可により議員の質問に対して論点・争点を明確にするため、反問することができる

もの。反問されることにより、議員も質問事項を十分精査した上で政策論争に臨まなければなりません。

関連質問とは？
　�執行機関に対する監視 機能、政策提案機能を果たすため、一般質問議員の質問後に、他の議員から質問を補

足するもの。一般質問を議場でひとりぼっちにしない効果的な取り組み。これは全国的にも事例は少なく、人
吉球磨管内では初めての取り組みです。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 通算
質問回数※

椎　葉　弘　樹 ① 行財政改革から行政経営改革へ 13　（６）

森　山　　　宏 ① ＬＥＤ照明　②買物弱者対策 ２　（３）

高　橋　一　雄 ① 町営住宅の入居条件
② ジェンダー教育 13　（４）

金　子　光　喜 ① 町の防災対策 13　（３）

遠　坂　道　太 ① まんがを活用した町づくり 12　（６）

味　岡　　　恭 ５　（６）

山　下　　　力 1　（２）

黒　木　喜巳男 ０　（１）

黒　木　龍　次 ０　（０）

倉　本　　　豊 ２　（０）
（議　長）

※：数字は平成 28 年 11 月　新体制以降の一般質問回数 ( 全 13 回 )、括弧数字は平成 30 年９月以降の関連質問回数（全６回）

　議会傍聴は、受付で名前を書けば、どな
たでも入場できます。議会傍聴により、執
行部と議員の緊張感が高まり、質疑や答弁
のレベル向上が期待できます。お誘いあわ
せの上、ぜひご来場ください。
　来場できない方のために、湯前町議会で
は次の方法で議会放送を行っています。

議
会
の
傍
聴

◎ご自宅のＩＰ告知放送

　（２チャンネル）　　　

◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画

　（「湯前町議会」で検索)

湯前町議会では反問権と関連質問を認めています。
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一般質問を振り返る
町課題の見える化

議員の任期は４年目を迎え、その中には町長改選と元号変更という大きな節目がありま
した。そこで、これまで行ってきた一般質問を一覧にして、どのような争点（課題）があった
のかを振り返ります。また、平成３０年９月から議会改革で取り組んでいるＹｏｕＴｕｂｅ
動画配信を、議員ごとの再生リストにまとめましたのでご覧ください。

令和元年１２月定例会までの一般質問
YouTube 動画配信は４定例会分（質問項目の水色箇所）

遠坂 道太 議員

YouTube 録画（再生リスト）

質問項目 年・月

①地域資源を活用した町づくり R1.12

①町の道路整備計画 R1.9

①基幹産業である農林業に関する町長のビジョン R1.6

①合宿誘致の方策　②情報化の推進 H31.3

①学校教育 H30.12

①町長の産業施策に関する１２年間の検証　
②農業委員会からの意見書に対する対応 H30.9

①文化財の整備　②小中一貫教育　③健康診断 H30.6

①少子化対策　②農業公社のリーダー招聘 H30.3

①�農業公社のリーダー招聘　
②住みたい町、帰りたい町づくり H29.12

①農業公社の方向性　②グリーンパレスの未利用施設 H29.9

①雇用対策 H29.6

①農業施策 H29.3

10 ゆのまえ議会だより  No.30（令和2年5月） 

一 般 質 問 番 外 編



一般質問を振り返る

椎葉 弘樹 議員

YouTube 録画（再生リスト）

質問項目 年・月

①第２期総合戦略への緊急提言 R1.12

①�総合計画・総合戦略の抜本見直し　
②長引く補助金の適正化 R1.9

①�町づくりの基本方針
②所信表明の政策で山積する課題をどう解決するか R1.6

①第３セクターに対する町の関与 H31.3

①町長１２年間の政治姿勢 H30.12

①ＩＣＴ利活用の課題と今後の対応　
②教育課の事務所移設　③今後の若者向け住宅政策 H30.9

①空き家対策 H30.6

①�住民向け行政サービスのＩＴ利活用　
②漫画のまちづくり検証 H30.3

①学校教育の課題　
②「駅の駅」開発ビジョンと管理運営 H29.12

①人口減少対策 H29.9

①湯前町光インターネット接続サービス
②第三セクターの経営健全化 H29.6

①�生活の本拠（18歳選挙権・福祉年金など）
②町長の政治姿勢 H29.3

①農業公社　②ふるさと納税 H28.12
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YouTube 録画（再生リスト）

質問項目 年・月

①人口減少対策　②ジェンダー教育 R1.12

①健康年齢の向上　　②ＬＧＢＴ問題　③ＳＤＧｓ R1.9

①町民憲章　②子育て支援　③福祉施策　④独自財源 R1.6

①補助金等の見直し　②国民健康保険 H31.3

①人口減少対策 H30.12

①障がい者支援の取り組み　②町営住宅の改修 H30.9

①まんが美術館と学芸員　②学生等の選挙権 H30.6

①空き家対策　②子育て支援策 H30.3

①子どもの貧困 H29.12

①町の情報発信　②国保税 H29.9

①補助金の経済効果の検証 H29.6

①本町が助成する商品券　②町長の姿勢方針 H29.3

①子どもの貧困対策 (給食費無料化 ) H28.12

高橋 一雄 議員

YouTube 録画（再生リスト）

質問項目 年・月

①住宅地や道路周辺の立木対策　②町財政の見通し R1.12

①教育環境の整備　　②農業政策 R1.9

①安全なまちづくり R1.6

①農地流動化に向けた取り組み H31.3

①畑作の農業振興　
②町長在任３期の総括と今後のまちづくり H30.12

①専門職職員の広域での採用と任用 H30.9

①ふるさと納税の現状今後の対応 H30.6

①防災に関する政策　②防犯対策 H30.3

①少子化対策 H29.12

①農業政策　②海洋センターの利活用 H29.9

①環境美化　②スポーツ合宿の促進 H29.6

①子育て支援 H29.3

①町の積極的な情報発信 H28.12

金子 光喜 議員
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質問項目 年・月

①行政区要望書　②ストレスチェック制度 H29.12

①四大体育行事　②レールウイングの活用 H29.6

質問項目 年・月

①公立多良木病院の構成町村長会議の定期開催 H30.12

①平成 30年度施政方針・予算編成方針

②人口減少・後継者等
H30.6

①移住定住の促進　②公共施設 H29.12

①社会体育　②学校教育 H29.9

①人吉球磨日本遺産・世界かんがい施設遺産　

②若者の雇用創出
H29.3

質問項目 年・月

①水稲の転作　②町長の政治姿勢 H29.9

①農業公社　②旧南部保育所跡地の利活用 H28.12

森山　宏 議員

味岡　恭 議員

倉本　豊 議員

YouTube 録画（再生リスト）

質問項目 年・月

①湯前町農業再生協議会 R1.9山下　力 議員
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委 員 長 遠坂道太

副委員長 黒木龍次

委　　員 山下力、味岡恭、椎葉弘樹

1月16日

経済建設常任委員会

委 員 長 森山宏

副委員長 黒木龍次

委　　員 黒木喜巳男、高橋一雄、味岡恭

2月20日

総務常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎湯前町基金運用状況

基金運用の約２割を債券で運用
一般会計と特別会計の基金を調査

▼ 基金の運用は、設置目的・積立・取崩計画
などを考慮しながら、第一に基金全体の安全
性を念頭に、より有利な運用が図られていま
す。

▼基金は主に定期預金と債券（国債・地方債）で
運用しています。普通預金は利率が低いため、
これよりも利率が高い債券で運用しています。
運用利子１９３万円のうち、１５５万円が債
券の利子です。

次の所管事務を調査しました。
◎�農業振興の令和２年度からの町単独補助事業

(案)

農業経営振興補助金を見直した 6 つの新しい補助事業
①果樹振興補助金 苗木の購入代金の 50％

②鳥獣被害防止柵事業 協定農用地以外で 2a 以上
上限を１戸につき 30 万円

③作物規模拡大等支援事業 5a 以上の新規または規模拡大
した際に必要な苗代の 50％

④農耕車資格取得補助事業

県立農業大学校で実施される
大型特殊免許及びけん引免許
の研修に係る受講料や及び宿
泊料

⑤高齢者園芸施設導入事業

高齢者（65歳以上）が小規模ビ
ニールハウスを導入するために
必要な本体・被覆・補強資材な
どの購入費
上限30万円まで50％補助

⑥農業研修補助事業
交通費、宿泊費の実費額および
研修に必要と認められる費用
国内5万円、国外10万円を上限

定期預金

81.5

債券

18.3

令和２年度基金運用先の比率（％）

普通預金  0.2

一般会計・特別会計の基金一覧（千円）

基金名 H29 年度末 H30 年度末
財政調整基金 912,535 878,846
減債基金 42,698 42,712
ふるさと創生基金 310,119 310,305
公共施設等整備基金 460,761 480,905
ふるさと応援基金 68,000 43,405
地域福祉基金 113,402 113,402
人材育成基金 61,500 61,500
中山間ふるさと水と土保全基金 6,833 6,833
土地開発基金 60,000 60,000
奨学金・入学準備金貸付基金 70,000 70,000
印紙購入等基金 500 500
国民健康保険給付基金 57,764 101,793
下水道事業基金 99,052 98,931
介護保険給付基金　※ 0 31,485

合計  2,263,164 2,300,617

※令和元年度に特別会計へ 766 万円繰入
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2月3日

厚生文教常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎少子化に伴う保育園・こども園への影響

少子化の影響を受ける保育の現場
こども園・保育園の協議が必要
慈光こども園と湯前保育園の園長を招致し、現状
の経営状況や課題など、町と議会で共有しました。

慈光こども園（主な意見）
〇�このまま園児数が減少すれば、町内の「保育園」
と「こども園」の統合も考えなければならない。
施設をどのように残していくかが課題。学童ク
ラブも含めた検討が必要。
〇�子ども数が減っていくと、職員数も減らしてい
くことになる。基本方針は、職員を大事にする
こと。職員の雇用の場を守りたい。
〇�町外の東京５施設の園児数は２１５人。職員は
来年度１００人になる。

 

たくましく生き抜く力をはぐくむ慈光こども園

委 員 長 椎葉弘樹

副委員長 高橋一雄

委　　員 金子光喜、森山宏、遠坂道太

湯前保育園（主な意見）
〇�今後は、規模が小さくなるかもしれないが、「保
育園」と「こども園」の２つで頑張っていきたい。
将来的に小規模保育園になるかもしれない。
〇�「保育園」と「こども園」を保護者が選べるこ
とは良いこと。１つにしなくても、規模は小さ
くても、２つあるほうが町の魅力としてはよい。
〇�現在の保育士は全員で２０人。正職員が９人、
嘱託職員が１１人。
〇�子ども数が増えない限り経営は難しくなるため、
検討が必要。こども園への移行は、保護者のニー
ズを聞きながら慎重に検討する。

強く明るく元気な子どもを育てる湯前保育園

慈光こども園 湯前保育園

園児数の推移（人）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
0

20

40
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湯楽里ＨＰの施設案内

商
工
業
へ
の
支
援
策

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

【
企
画
観
光
課
】

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
、
町
内
商
工
業
者
の
被
害

状
況
が
商
工
会
の
代
表
者
か
ら
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
飲
食
店
、

小
売
業
、
製
造
業
、
運
送
業
、
建

設
業
、
湯
楽
里
に
影
響
が
で
て
お

り
、
被
害
総
額
は
３
月
末
で
約

１
８
０
０
万
円
。
４
月
以
降
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

▼
４
月
６
日
に
商
工
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
書
と
国
県
の
動
向
に

基
づ
き
、
商
品
券
な
ど
の
町
支
援

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

湯
楽
里
大
改
修
の
調
査

現
地
視
察

【
企
画
観
光
課
】【
建
設
水
道
課
】

▼
営
業
再
開
前
の
３
月
12
日
に
、

全
議
員
で
主
な
改
修
箇
所
を
視

察
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
約

３
億
２
５
０
０
万
円
で
す
。

▼
３
月
15
日
か
ら
約
２
カ
月
ぶ
り

に
営
業
を
再
開
し
、
４
月
１
日
に

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

こ
れ
に
併
せ
て
、
湯
楽
里
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

▼
湯
楽
里
の
設
立
目
的
は「
地
域

農
業
再
生
の
拠
点
」と「
町
の
観
光

拠
点
」。
平
成
10
年
に
オ
ー
プ
ン

し
、
21
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

資
本
金
の
運
用
と
借
入

◎�

運
転
資
金
約
１
０
０
０
万
円
は

金
融
機
関
か
ら
借
入

◎�

休
館
中
の
経
費
や
備
品
調
達
の

費
用
な
ど
約
２
０
０
０
万
円
は

資
本
金（
定
期
預
金
）か
ら
支
出

◎�

施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
宿

泊
料
金
を
改
定

　
　
　
　

全　員
協議会
1月27日、2月21日
3月12日、3月24日

4月7日

リニューアルした湯楽里ＨＰで各施設を閲覧できる

機能が高まった各施設
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補助金の見直し方針

補
助
金
見
直
し
方
針

令
和
２
年
度
の
当
初　

予
算
か
ら
着
手

【
総
務
課
】

▼
平
成
28
年
度
以
降
、
議
会
か
ら

指
摘
し
て
き
た「
補
助
金
等
の
適

正
化
方
針
」の
策
定
は
、
令
和
元

年
度
に
着
手
し
、
令
和
２
年
度
か

ら
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
平
成
29
年
10
月
に
町
政
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
、

翌
年
10
月
に
答
申
を
受
け
て
以

降
、
総
務
課
を
中
心
に
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

▼
今
後
は
、
第
６
期
湯
前
町
行
財

政
改
革
計
画（
令
和
元
年
度
～
令

和
３
年
度
）に
お
い
て
、
町
単
独

補
助
金
な
ど
の
施
策
の
再
構
築
に

取
り
組
み
ま
す
。

▼
補
助
金
の
見
直
し
方
針
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。（
町
Ｈ
Ｐ
か
ら「
補
助

金　

適
正
化
」で
検
索
）

１食単価の充実
　◎小学校　２２７円　→　２４５円（１８円↑）
　◎中学校　２７４円　→　２９７円（２３円↑）

保護者負担の軽減（年間）
　◎小学校　４２, ７００円　→　３２, ３４０円（１０, ３６０円↓）
　◎中学校　５０, ８５０円　→　３８, ５００円（１２, ３５０円↓）

学校給食費の補助状況【月あたり】
人吉市 1,000 円 水上村 全額

錦町 半額 相良村 小学校：2,700 円
中学校：3,000 円

あさぎり町 150 円 球磨村 半額

多良木町 半額＋お米代 山江村 全額

湯前町 ３割　※令和２年度から 五木村 ３分の２

学
校
給
食
費
を
３
割

補
助

令
和
２
年
度
か
ら
実
施

【
教
育
課
】

▼
１
食
の
単
価
を
上
げ
て
給
食
の

充
実
を
図
り
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
２
つ
の

目
的
を
も
っ
て
、
学
校
給
食
費
の

補
助
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
本
町
に
お
け
る
学
校
給
食
は
、

物
価
の
高
騰
や
異
常
気
象
に
よ
り

野
菜
な
ど
が
高
騰
し
た
中
、
平
成

20
年
か
ら
給
食
費
の
値
上
げ
を
し

な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

▼
今
回
、
１
食
単
価
を
上
げ
る
こ

と
で
、
食
材
の
選
択
肢
が
増
え
、

地
産
地
消
に
も
繋
が
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
、
よ
り
良
い
給
食
が

提
供
で
き
ま
す
。

▼
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
し
や
す
い

町
づ
く
り
の
一
助
と
な
り
ま
す
。

少
子
化
対
策
お
よ
び
子
育
て
世
代

の
定
住
促
進
に
も
繋
が
り
ま
す
。

▼
本
町
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の

皆
様
と
育
て
る
こ
と
で
、
食
育
と

徳
育
が
期
待
で
き
ま
す
。

湯
前
町
学
校
給
食
費
補
助
金

交
付
要
綱（
抜
粋
）　 

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
お
よ
び
生
徒
の

学
校
給
食
に
係
る
経
費
を
一

部
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
も
っ
て
学
校
給
食
の

充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策

お
よ
び
子
育
て
世
代
の
定
住

促
進
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

※�

補
助
金
の
額
：
１
人
に
つ

き
３
割
以
内
。
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２
月
５
日
～
６
日

熊
本
県
高
森
町
・
合
志
市

研
修
内
容

◎�

高
森
町　

漫
画
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り

①
観
光
入
込
客
数
の
推
移

②�

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
協
議
会

③�

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業
界

と
連
携
し
た
町
づ
く
り
・
地
域

産
業
創
出
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

２
月
18
日

講
師
：
内
閣
官
房　

国
土
強
靭
化

推
進
室　

高
石 

将
也 

参
事
官

演
題
：
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定

研
修
内
容

①
国
土
強
靭
化
と
そ
の
意
義

②�

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定

の
メ
リ
ッ
ト

③�

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定

の
進
め
方

④
民
間
な
ど
の
多
様
な
取
り
組
み

研
修
の
ポ
イ
ン
ト

◎�

国
は
平
成
26
年
６
月
に
国
土
強

靭
化
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
が
、
地
域
計
画
の
策
定
は
こ

れ
ま
で
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し

た
。（
地
域
で
は
、
公
共
施
設
等

維
持
管
理
計
画
、
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
）

◎�

令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
で
、

地
域
計
画
を
策
定
済
の
自
治
体

は
２
０
５
。
国
主
導
で
計
画
策

定
を
推
進
し
て
お
り
、
人
吉
球

磨
を
含
む
多
く
の
自
治
体
が
策

定
す
る
予
定
で
す
。（
２
月
時
点
）

他
自
治
体
の
マ
ン
ガ
の

ま
ち
づ
く
り
を
調
査

令
和
元
年
度
行
政
視
察

国
土
強
靭
化
計
画
の
取
り

組
み

令
和
元
年
度
球
磨
郡
町
村

議
会
議
員
研
修
会

高森町役場での研修

合志マンガミュージアムでの研修

橋本館長 ( 一番左 ) との集合写真

アンジェリーク平安での研修

④�

阿
蘇
フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
と
南

阿
蘇
鉄
道
高
森
駅
の
現
地
視
察

◎�

合
志
市　

漫
画
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り

①�

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

事
業
内
容

②
マ
ン
ガ
関
連
施
設
の
動
向

課
題

〇�

高
森
町
や
合
志
市
と
の
地
域
間

連
携
を
ど
う
展
開
す
る
か
。

〇�

湯
前
町
が
マ
ン
ガ
関
連
施
設
の

第
１
世
代（
先
駆
者
）で
あ
る
優

位
性
を
ど
う
活
か
す
か
。
町
内

産
業
と
ど
う
連
携
す
る
か
。

〇�

橋
本
館
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
湯

前
町
の
方
向
性『
新
聞
マ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』、
文
化
庁
メ

デ
ィ
ア
芸
術
連
携
促
進
事
業
の

モ
デ
ル
地
区
の
対
応
。

〇�

高
森
町
と
合
志
市
は
、
マ
ン
ガ

に
対
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
や
ビ

ジ
ョ
ン
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
設
定
。
本
町
も
こ
れ
ら
の
設

定
が
必
要
。

◎�

国
土
強
靭
化
基
本
計
画
に
基
づ

く
通
常
予
算
は
、
毎
年
度
４
兆

円
前
後
。
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
３
か
年
、
約

１
兆
円
の
緊
急
予
算
を
配
分
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
予
算
は
、
地

域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
前

提
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎�

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
は

１.

１
兆
円
。
関
係
９
府
省
庁

所
管
の
46
の
交
付
金
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福寿荘の民営化始まる
社会福祉法人・紘健会が経営

▼福寿荘関連では、「医療法人　八紘会」が、１月
９日づけで県から法人設立の許可を受け、「社会
福祉法人　紘健会」を設立しました。１月２８日
に「民営化に伴う運営等に関する協定」を交わし、
「公有財産無償譲渡」と「公有財産無償貸付」の仮契
約を締結しました。

▼議会では、「福寿荘で使用している介護ベッド
９７台、車両４台など備品一式を無償譲渡する議
決」および「福寿荘の土地と建物を５年間、無償貸
付する議決」を、賛成多数で可決しました。また、
「福寿荘の設置に関するすべての条例を４月１日
から廃止する条例」を制定しました。

▼４月１日から「社会福祉法人　紘健会」による福
寿荘民営化が始動しています。本町においても、
安定した施設運営を引き続き支援していくことが
求められます。

検診車事業を公立多良木病院へ譲渡

　「公立多良木病院企業団に胸部検診車２台と格
納庫を無償譲渡する議決」を、全会一致で可決し
ました。また基金３１５２万６０００円も譲渡さ
れます。これにともない、「検診車基金条例を４
月１日から廃止する条例」を制定しました。

〈広域行政議員　黒木喜・椎葉〉

〈上球磨消防議員　金子〉

人吉球磨広域行政組合議会 上球磨消防組合議会

公立多良木病院企業団議会
早急な健全財政運営を求める
当初予算可決後に附帯決議

▼ 附帯決議案の提出理由は、「平成２９年度か
ら３年連続の損失」「令和２年度の当初予算も約
２億８千万円の損失見込みが計上され、企業団の
今後の経営悪化が懸念される」などです。

▼これまでも議会は、企業団・開設者協議会など
に対して「経営改善」の申し入れを行っています。

▼４年連続の損失見込みとなる令和２年度当初予
算の予算執行にあたり、「十分な検証を行い、収
入の増と支出の減を目指すこと」「企業団と開設者
協議会との緊密な連携を図りながら早急に健全財
政運営を目指すこと」を強く求めました。この附
帯決議は、質疑、討論なく可決しました。

〈公立病院議員　味岡・遠坂〉

これから訓練棟を建設する上球磨消防署

令和２年度　一部事務組合の当初予算と町負担金

当初予算 負担金

公立多良木病院
企業団

４６億４６５０万円
（収益４３億６７２１万円）
※２億７９２９万円の赤字

湯前町負担金１０７９万３０００円

人吉球磨
広域行政組合

１７億１６５１万円 湯前町負担金６４６５万８０００円

上球磨消防組合 ６億５５００万円
湯前町負担金７３６５万７０００円
整備負担金１０万２０００円
公債費負担金８１７万３０００円
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〇よくご覧になられますか
　時々読む程度です。取材を機に、今後は読みたい
と思います。

〇感想は
　町の広報は良いところが紹介されているのに対し、議会だより
は町の課題などが掲載されていて、少し重たく・堅い印象があります。

〇興味のある記事は
　議員さん個人の意見が分かるので、一般質問です。

○町への一言
　新型コロナウイルスの影響で、取引先が臨時休業するなど売り先に困っていま
す。発酵食品は感染予防対策として免疫力を高めるといわれておりますので、町民
の皆様には、是非、下村婦人会の商品をご利用くださいますようお願いいたします。
発送も承っておりますので、ご親族などへの贈り物にもどうぞ。

○新型コロナウイルスの影響は
　全国的に終わりが見えず、厳しい経営環境が続いています。
　町内の商工業者におきましても、飲食店だけでなく小売業やサービス業、建設業など
すべての業種に多大な影響が出ています。

○ご提案はありますか
　提案ではありませんが、商工会としましては、商工業者が継続した経営を行う
ことにより、従業員の皆様の生活を守り、地域のコミュニティーを維持することに
つながっていくものと考えています。
　今回発行している商品券事業をはじめ、湯前町の経済が豊かになるための事業
を、町と連携しながらやっていきたいと考えています。
　町民の皆様も、町内商工業者のサポーターとして、湯前町のお店をご利用ください。

湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」にご協力いただける方は、議会事務局までお電話下さい。☎0966-43-4111

テーマを設定し、年４回にわたり住民の皆様から意見をいただきます。

議会だよりへのご意見テーマ

町・議会への提案テーマ

◆議会だより調査特別委員会
　私たちが編集しました。　委 員 長　椎葉　弘樹
　　　　　　　　　　　　　副委員長　金子　光喜
　　　　　　　　　　　　　委　　員　森山　宏
　　　　　　　　　　　　　委　　員　遠坂　道太

▼ 春の季節、新型コロナウイルスの猛威は、「各種行
事の自粛や中止」、「東京五輪の延期」など、記憶に残
る年になりました。

▼学校教育では、中学３年生全員が次の進路に向けて
桜を咲かせたようです。更なる成長を期待します。一
方で、子どもたちは長期の休校となりました。

▼新型コロナウイルスは、地場産業にも大きな影響を
与えています。その中でも飲食業などに大きな打撃を
受けた商工会では、「プレミアム付き商品券」などの対
策に取り組まれています。非常事態のいま、住民の皆
様で町内消費を喚起しましょう。

（森山）

商工会経営指導員
國政 孝明 さん

　

下村婦人会市房漬加工組合
右田 エリ さん
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